定期的な
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保護者による評価








Ａ環境面


・職員数がわからない。


・バリアフリー化が難しい点への理解がされている。


Ｂ児童への支援内容


・支援内容は適切ととらえてもらっている。


・活動内容が固定化されていない点への理解をいただいている。


Ｃ事業所からの情報発信


・定期的な情報発信により、必要な情報を理解していただいている。


Ｄ非常対応


・ノートやお便りにより周知しているが、あまり周知されていない様子。





職員による自己評価








Ａ環境面


・スペース・人員に限りがある。1・2Ｆを上手く活用できている。


・室内遊び・外遊びを組合わせて活動している。


Ｂ児童への支援内容


・適切な支援を行っているが、十分に支援できていない面がある（職員スキルに差がある）。


・人員的理由で室内遊びになる時がある。


・近隣の子どもたちと交流に繋がっていない。


Ｃ関係機関との連携


・学校とは比較的密に行っている。その他機関との連携はあまり機会がない。


Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・電話・連絡ノート・送迎時などで情報の共有化を図っている。


Ｅ非常対応


・マニュアルの確認や避難訓練は定期的に実施し、連絡帳で伝えている。





事業所内での分析








【共通点】


・支援内容に一定の評価をいただいている。


・限られた建物上の構造の中で、工夫をした活動をしている。





【相違点】


・非常対応の周知度について、職員と保護者の認識度に差がある。





















































分析・検討してみて…





事業所の強み





事業所の改善点








非常対策の周知がされていない。


事業所内の工夫をし、環境をより整備していく。








保護者が活動、事業所の取り組みに理解してくれている。


限られたスペースで工夫した活動プログラムを行えている。














限られた環境の中でプログラムを展開しているが、事業所内の環境整備を行うことで新たなプログラム展開・利用しやすい事業所を目指していく。


保護者との継続した信頼関係継続の為、職員スキルを磨いていく。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


保護者との信頼関係を維持するため、適切な支援・職員のスキル向上・職員間のコミュニケーションを行っていきたい。また、情報提供が十分にされていなかったことから、必要な情報が届くよう心がけていきたい。








